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牙Z相葉娩恵卦解義こ豪族の金豊泉金に
各加して

ヲ緒戸息　　菅原勇朗

●

●

7?7年度北港基軸線主催の全畳紙
が7鮎bB(i)2･7日(白)札幌lこあ､いて開催

=爪音LT-J葛ええ部の-矛千は年前rT蹄l二

者東根堵前亀鑑老LL財務航路も一路札晩
へー~~

今年は森紀の犬嫁御象にてJl動ビ配され孟
したか1日に入り､南0,高風丘のjLエにより･予期

iLね高温となり.農作物も早年作似エが賂

され.8日うい絶逸′しこ舟りまLT:--

さて一打千taj熟練､のドう1/ヾ､一･ガイト一､二んに

ょり温風閑静もなく.予知=り早町こ札晩に到為
しました｡愈塙l&比夕教直々民話勧色ユタ-カ＼ご､5

2･7で･す.金盈各姥より併ヰ椅計をたよりに

piIL､信孝を属も借りて絶句と人7てきます.

/年後ウo)鼻息です.か互い千旦縁り･属をPPき

令トようこ･l^-食う風景が象られました･

集金は予定の時簡免mrT虐われgLた･
間食V=見好5食負荷亘し･物扱者に/舟簡o)
終解を浄咋- (a)iC;-一客乱舞病泉水､友理事の

久折孝次の一､線もがを.ヒして暴そうわあ左
官指して+こ五億着の孫呼かあり･絶いて

/



敵各教練o)訴んとして体験老友があり･
てんかん脇息かうの綿んtして･ EIふてんわ★ノ

協会北婚義真名戸の五欄ルミ5-三十が体験
親友されました･内藤は今･食紅.言23才Z､､

すが. '卜尊デ卑生07時に秀逸車扱(こあし､･

骨髄骨折･企身打撲もして･々o'倹象象として
宅象轟･ piき灸.脱_か軽､があり亀為L-Jccd,病魚

は冷うんd'J L言われ.大仁舌と･､も/卜毛も乞われ　●

膏｡そして学校にも.牙千かす1こし＼たT:--の･これ～･､

は駄自た-とき綾･ 'R蓬耳目艶叶･厳密牟喚金と

相談.ヤ学/卑後半に慶諸尊月爽lこ盗む･
ニ07母線も把も病臥を摺･,ています･けれども

この弟久に舜けじと甘んなし＼ぐ､前hleEて生きヨ

旅して賭いトンネ/レた.･け7､､信太し､ ･し､フカ1ま的

急い巳が丸さ阜星鮭､Lo･庵L)Lて廃更を揮って

暮してし､ますと締-t^-吉した･

もう-フJa-　こ07耳灯も脅叶Y_め～下さh　●

火産直高名番癌性橡傭h如し産虎の食埠腐食参棟

の歴冬てサこの病気,5番観の変動神殿か
かかZ欧.覆た至りに在り･ノ飲み盗みが蕃く慮ク

ワ-誓熔風-れなくかT=｡･呼吸圏麹Jこみち

いさ病気て-弟　その主人の属護のため勤め乾の

食社も休むL藤森虜象互2れぅ小事う一度
二の足てい歩いて乳たい･~-　ワーフoDてい打フた百五
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低空が食いたいと去った名菓を偲･い鼓すとラ泉

が玖う.こつか主人d)耳1^･･乏海燕愚老の2け
- Jt^-こ嘆けB=d)て下こい乙緒か.･凍･鬼キたて一

発.友をした,

泉賓の参会･嵐魂､食､布教金線灸のカその
夕昏んと.の客人か/＼ンカケ息子にLZかりました.

｡賢霊湯霊髭諜誓言bL,93を吾､㌫
LLZの東り触kT姿勢がu統3T取られ､衝､乍

患為の日準の督カか､解く陽の目を乳与れ号の
も紅いのZ-畦と鹿､じました.

以上まこしtこ池租克郎庇え孝Z-あり銅か

升ユy･回金盈集金の一頭は紀科し.御飯告
こします.

新秋473T雪一一り　一周の幼顔象6)樽も
朴袖りしま耳.

●
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こ一､号イすいたたいききした

二縮上総一枝

JAあ､乙Lil＼けLL適確一俵姥聴喚舵御凋横

線粗静5-級
谷孟† 233gダ4)

りワイフ/レ八･サこの吸音

7月/3B(8)骨を部時　政葵/人JFう>fJア3^

収養/f5･Jo招

7月27白くB)肴を朝市　綬象zA鰍,Tr91777奴

収昼　/dクfoP)

FIB z¢B (a)肴菱和両　得負2人/Trう>/元Pg人

収益　∠クす0月

紺29日(i)鼠金敷まつり　頗嵐2人JFt妨アjj

:老*魔Z･!LJflm招
~　　一　　　　　一一　　　　二　二　　+二　　　■-●　　-■　　-■　　-■　　-■　　-　■■●

ムロ　町泉.禍ノ象にR.える

F町2lr7日(舵)山口町息々やどんぐりの

象<l周象等ネ私家に私んち丸まLP:.

穀内を喬jE6]息が対応L･塵病象07
鬼釦状況や今後の乳嵐し尊V=ついぞ

醜し､こ一線解しニー協7)互か篠象､､Lました.
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平成9年度普BIlJ汀社会福祉大会開催要綱

大会スローガン
･ともに生き､ともに苛つ福祉社会をめざして

大会趣旨

本大会では｢だれでも､どこでも､いつでも｣必要とするサー

ビスを手にする辞ができるノーマライゼーションの理念に韮づき､

怖皆を持った方も7L.Li齢の方も､すべての人が地域社会の-Biとし

て安心して生活ができるまちづくりを即既としておりますo

そのために地域住民一人ひとりのごBJ!解をし.､ただく場とfj:る雄

を目的とする｡

主　　催

音更町社会福祉大会実行委員会

音更町社会福祉協議会
音　　　　　更　　　　　　町

日　　時

平成9年9月21日(臼)午前10時30分～午後3時30分

場　　所

IIJ･l妃町縫合布沌トヒンタ-

参加者
全町民

鞄顔象肴更え節はリy/ク′V/＼サし

風食稀願屠名作如老朽rsいます

こ-協か､帥･サ摘作を終局へ組

下つい

∫



平成9年度晋更rlrl社会祢祉大会日礎

2.閉　　会　　式

開会のことば

開会あいさつ

祝　　　辞

閉会のことば

3.福祉体風教宝

4.訴

10 :

大会尖行詞j委員長

大会実行委風長
音　更　町　長

音更町訊会議長

十勝地区社協会長

大会実行刊委員長

車椅子体験教室

手許教室

点字教室

手引き体験教室

布のおもちゃ作成数重

訳

30-ll:00

茂~古招悦郎　氏

加】木弥一　氏

山口武敏　氏

宮原良巳　氏

千式き玄昭　氏

田中卑智子　氏

ll :00-12: 15

13:30-15:00

討　師　北海道放送局

アナウンス部長　松　永　俊　之　氏

抗　疋i　未　定

5.お炎しみ抽選会(音更町商工会提供) 15:00-15:20

6.閉　　会　　式 15:20-15 :30

7.各施設､ボランティア等の展示コーナー
･介雑JT]品展示

･ ‡亨抽ヒ施設作品展示即売

･倣段と栄雅相談及び健康食品試食会

･その他

1

8.昼食バザ　ー　一食　200円　　11:00-13:30

うどん･そば･おにぎり･おしるこ･ラーメン

9.その他催し物

ヨーヨー釣り

わたあめ

占

●



労相どんぐはフ勺の
こー案内

過(恥し殖産麹病直音敗者戸
と､んぐはっり実行奉素食

日時/?ア7年9月25B(白)
ヽ■し.=_-_∫_ ~~

_≡-i--:I

?郵吟へ励みノ､0-7才)Uフ伺癖峨
●　　〝呼3碩-jQ重森の疎臥0-読

カラオケ
)繁響

蝕を一人SLOO招く小艶以上臓物紬碍象
1.-一一一一一一二一-~･.-

@ハ0-クTIレフの盤鼻(3研熟してあります

◎南東時は/10-クコ-,レフ虹7.･.皐東海耕地5-

にZナこれを行虐います

●如D申し包みはを蕗か67Wo)ハか干(-_?
舟.簡hLます

を経L>/-3クエ3　月X厨Lt､

申L監みメtDta　9月 ZダB･ Ck)

価紳E-一釦7位～の～ん仰勺とノ､｡-クT/L･7&溌

L丹生もん′か.
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_福祉q)虐　開店白決ま5

こ小んぐりの承前に絞鼠された福祉47店
の開店瑠璃が畳めうれています.
(慮枚作りや盾の清掃推)

虜の鬼前　商社07鹿　と､､んぐり

○

簡月日　/oF7/?a(白)/oB+:

鬼Z-危うpt7D物は主(エリアイク′レ品

化の施設の作品

介言室岡品徹営業軒と##)
離病<福祉制度1欄すう相貌も督tTます

当面鬼も親q･号のL3各風金･i･日の
/oB与～/ダG争まぐてL･す

鬼象ya孜嵐こ金象､家族･貯ヲ>カアて-す
収嵐は音更え帝の諸勧壕とLて頒hモア
い穴藩-き拍　収泰J3あ射奥終鉱泉孟

仁んのZ-､か慮のか亨払い侍史温泉古屋食

九､も鉄色れ豊甘んが･華皇暗闇～､.古都息の

つくカがい乏しItSご動力o)絶JJLく

舟承象い多久します.

8
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総Ja的海南舟康之求U)う盛会緯線
3年直線内絶て､･採択

･施紬麹病綿の早期腐如要望耳bJ国会軸如
･絹/Fa･象･み南紀で､傑訳されSLた∴07碑願珠甑

3年連絡のものていれ

この韓牌は-招2日(即金壁拍＼う集香うれ7:-175棚を

堪えう屠&斉を虜ん､全国の在泉/2.0^粧衆､各内線
●務負に請願書尾久の要碑を行い5Lr=｡

絶や的査察重曹乗の早如虜立を要望L7腐南
dl息国見町夕猪玖局審亘､麹身長兼務を藍童のたわ

に国立廃屋戸(T dl車線.身亦脅藍各層社壊Ta: a:遜塵

榊原の谷掛こかかれている艶癖患者らの絶JS離対審
の廃立･鬼頭婦矛足d'早急な解周､Ybf,として生鬼縛5

年金制度･乗車に私塾直義会館｣､金庫温存県に
｢海南e>5-Jの鮫嵐､しの占皐頑を挙ITていきq-.

●いま原生魔か､患針鼠線'=突き耳打ていう塵病周東
d)換盟への畳互駈軒う盈勤lこ好し7､簡病碩凪

馬絹-冷凍後月産亘07た9)の子鹿を入梅I二増額L7
-下さい.とし､う碑願阜碑が風食r塚択～れたt.

し､うこいまたき花泉鼻､が･あり3す一

朗､.医廃と介護の払灸も和急務牌J摘晩㍗
矛塚択Lrd:hました

9
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9月/BJク産廃像険制度が改且柁り批 
虎窮 弌ﾈｹｹZ��寮新教負捜 

励声藩人 �ﾉX�%2���敖�′軌 8､場 �9���m｢�dｦ����内服薬(I始fこフき) 健橡oR i-3殖頻30円 や～f種根占oR b櫓如上/OOR 

70Y､珠上 �?ﾈ�ｬ��7/OP] lc)20 程���忠y�賜�

tEl タ株象理 劒X､�頴(*ﾒ�Y��cﾘ7H*ｲ��

日004]4713 繁Чｸ�6�"�

I2.00肘関守顧) ��壑~B�����

l頗輝腐/固 �8ｨ(4t｣Rﾖ���
ニーこ 5-00円 (2D胡麻夏) 佛���謁iD�7H*ｲ��ﾈｦﾘ���$��

･6万本魂o)盾の薬剤象碑は0円

･鼻齢福祉年金受給為7Lあフて､主rlう生計維椅轟が

和丁灯れ敵弾裸絶尊の盾の寮利率抱は0円

◎今回の改悪7･LOl曙賦･箱泉石統率泉の射練直

につい々は.これ告ぐと甥･り金線牌乙慮り､寮肴･lo)

釆tL負捜令についても公蚤負担o)好象と足り-功の

象叡尊負担はありません｡

/0



｛
炳趾
紅 賤のＨに龍する大ハガキ運動の馴を

　

難病対策専門委員会が７月16日に発表した報告（案）は、財政状況が非

常に厳しいので、難病対策を国の政策として継続していくためには、特定

　

。

疾患治療研究事業の公費負担部分を３分の１程度患者負担とする。また、・

対象疾患の選定においても希少性や難治性が相対的に低下､したと思われる；

疾患の他の疾患との入れ替えについて検討すべきである。対症療法の開発

に進歩が見られる一定の疾患については、重症度の高い患者のみを対象と

することも考えられるところであり、､選択肢の一つとして、対象疾患にお

　　　　　　　　　　　

。

　　　　　　　

●･

　

●●

　　　　　　　　　　　

●
ける重症度基準の導入を検討すべきである、としています。

　　

「患者負担の導入」は本来、国が予算化すべき研究費を患者にも負担さ

○

せるということです。研究事業としての難病対策に「患者負担導入」は論

理的とは言えません。「さらに厳しい財政状況」となれば患者負担はさら

に引き上げられることは入院給食の患者負担等をみても明らかです。どこ

にも歯止めがありません。

　

私たちは、「３分の１程度」の患者負担導入には断固反対します。また、

対象疾患の入れ替え、重症度による患者切り捨てに反対します。従来の制

度を維持、発展させ、医療・福祉の谷間の難病患者を作らない、全ての難

病患者に対する総合的な難病対策の拡充を求めます。

　

私たちは、この問題に反対する意思表示として、難病専門委員会に意見

書を出すと共に、全難連と共同でアピールを発表し、同時にいま患者個人●

がすぐに出来る運勁として、抗議の大ハガキ運動の展開を呼かけます。

　

８月中旬には各団体に会員約一枚あてのハガキを郵送します。ぜひ多く

の会員、協力会員に呼かけ、この大ハガキ抗議運勁に参加されることを呼

ヵ吋ます。（：ＪＦＣ事鮪局ニュース翔ｙ削り

ＨＳＫ・なんれん

　

おとふけ
一一

ｇ築人

　

（財）北海道双肩運音更支部

　

取内

　

さかえ

　　　　

音更町

　　　　　　　　　　

TEL･FAX-

　　　　

昭和４８年１月1･3日第３ａ郵便物認可

　　　　

19 97年　９月１０日発行　ＨＳＫ通巻３Ｄ６号

発行人

　

北海道身体障害者定期刊行物協会

　

細川

　

久笑子
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